
■協働事業評価フロー（イメージ図）

●自己評価・相互評価

●第三者評価

事業計画段階

協議→事業計画策定→

自己評価→相互評価

事業実施段階
協議→自己評価→相互評価→

（フィードバック→修正→自己評価→

相互評価）→事業実施

事業終了段階

自己評価→相互評価

市民・市：事業計画打合せにおいて、協働の

原則を踏まえて実施しているか自己評価・相

互評価を行う。

市民・市：単発事業の場合は、事業当日に向け

た打合せ、年間を通じて行う事業の場合は、実

施中の打合せにおいて、自己評価・相互評価を

行う。協働の原則を踏まえて実施ができていな

い場合等は適宜修正し、共有する。

市民・市：事業終了後、自己評価・相互評価

を行う。また、課題等についても情報共有を

行い、事業の評価を行う。

※市民及び事業主管課が実施

（自己評価シート及び相互評価シートを活用）

相互評価取りまとめ

（市民協働推進担当）

評価対象事業の抽出 意見交換会

（市民・市事業主管課・市民協
働推進会議）

第三者評価

（市民協働推進
会議）

答申

（市民協
働推進
会議）

市民協働推進担当：

事業担当課より提出

のあった相互評価シート

のとりまとめを実施。
（相互評価集計シート参照）

市民協働推進委員会：

約20～30件程度に評価

対象候補事業を抽出。

市民協働推進会議：

市民協働推進委員会が抽出した評価対

象候補事業から、相互評価シート等を参

考に約10件程度（市民提案型協働事業

を含む。）程度に対象事業を選出。

市民協働推進会議：

約10事業について、意見交換会

を実施。意見交換会では２ないし

３グループ（１グループ３～５人）

に分かれ、３～５事業を受け持つ。

市民協働推進会議：

各委員が作成した評価シート

に基づき、会議で情報共有を

行い、会としての評価を行う。

協働事業終了

公表 次年度以降の事業へフィードバック

答申後


